
「Un
io

n
 is P

o
w

e
r

」 

― 

産
業
組
合
岩
手
県
青
年 

連
盟
に
集
う
若
人
に
新
渡
戸
稲
造
が
与
え
た
遺
訓
で
あ
る
。 

今
号
で
は
こ
れ
を
中
心
テ
ー
マ
に
、 

達
増
知
事
を
囲
む
座
談
会
を
特
集
し
た
。 
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「新渡戸稲造の世界」第 31 号 注文書 

ＴＥＬ：０１９－６５４－３２７９ ＦＡＸ：０１９－６５２－４２１３ 

定価／２，０９５円  送料／１冊３１０円（冊数によって変わります） 

冊 注文します    年   月   日 

お 名 前（団体名） 

 

（担当者お名前） 

ご 住 所 〒  

 

電 話  

Ａ５判・206 ページ 定価２，０９５円（うち税 190 円） 

 

今
回
の
論
考
で
は
、
特
に
加
藤
誠
之
氏
の
「
新
渡
戸
稲
造
と
二
宮
尊
徳
」
に

触
発
さ
れ
た
。
淡
々
と
し
た
比
較
論
だ
が
、
な
か
な
か
興
味
深
い
も
の
が
あ
っ

た
。
生
涯
で
の
類
似
点
や
相
違
点
を
い
ろ
い
ろ
と
あ
げ
て
論
じ
て
い
て
、
じ
つ

に
わ
か
り
や
す
く
、
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
加
藤

氏
は
普
段
か
ら
、
二
宮
尊
徳
に
親
し
ま
れ
て
い
る
人
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、

そ
の
文
章
か
ら
滲
み
出
て
い
る
。 

 
こ
う
い
う
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
新
渡
戸
稲
造
の
生
涯
や
深
い
思
い
が
、

よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
人
物
を
論
じ
る
時

の
一
つ
の
重
要
な
手
法
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 (

序
文
よ
り) 



『新渡戸稲造の世界』第 31 号のご案内 
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【論 文】 

 
新渡戸稲造と上代タノ 

 ― 普連土学園との不思議な縁 ― 
大 津  光 男 少友学園理事長 

 札幌遠友夜学校第三代校長半澤洵先生 堀 田  国 元 
一般財団法人機能水研

究振興財団理事長 

 新渡戸稲造と二宮尊徳 加 藤  誠 之 盛岡市在住 

【随 想】 

 『平民道』を通じて民主主義について考える授

業の考察 
片 岡  鉄 平 

新渡戸文化中学校・高等

学校教諭 

達成された新渡戸稲造の願い 小 苅 米  淳 一 元ジョイス社長 

人物伝を描き続ける理由 磯 米 歴史漫画家 

日米同盟に取り組む人々 ニナ・ギャメル 

奨学研究生・早稲田大

学大学院アジア太平

洋研究科 

博士課程２年生 

【寄 稿】 

 新渡戸稲造博士に聞く 1919 年～1920 年 菅 野  貢 輝 元国際交流基金職員 

【通 信】 

 卒後 50 年に思うこと 松 沢  幸 一 

元キリンビール社長。

前明治屋社長。 

Ｓ48 北大農学部・生

物科学研究室 

【講 演 録】  新渡戸稲造博士命日祭ならびに Inazoサミット in盛岡 

 
各館長より発表 

「各館の概要と新渡戸稲造との結びつき」 

嶽 間 澤  茂 

杉 本  勉 

松 井 端  巧 

花巻新渡戸記念館館長 

野村胡堂・あらえびす記念館館長 

盛岡市先人記念館館長 

 記念対談「新渡戸稲造と津田梅子」 髙 橋  裕 子 津田塾大学学長 


